








The Educational Effect of Information Association 
Maps(IAM) Part2: Comparing Care Work Practice with 





































































































































































































































① 2014 年８月 18 日（月）～９月 19 日（金）に「介
護実習Ⅱ」を実施した。








評価項目 優 良 可 不可
（１）自分でまとめることで利用者理解 ４ ３ ２ １
（２）情報の関連の理解 ４ ３ ２ １
（３）利用者が介護を必要とすることになった主な疾患・障がいの理解 ４ ３ ２ １
（４）主な疾患・障がいとADL（日常生活動作）との関連の理解 ４ ３ ２ １
（５）利用者の思いの理解 ４ ３ ２ １
（６）どうような人が利用者にどのように関わっているのかの理解 ４ ３ ２ １
（７）生活歴が今の利用者の状況に関係していることの理解 ４ ３ ２ １
（８）介護の必要（課題）と介護内容まで予測 ４ ３ ２ １
（９）頭で考えるだけではわからないことの理解 ４ ３ ２ １
（10）線で結んだ情報の関連性について文章化することで、アセスメントの理解 ４ ３ ２ １





















































調査対象者 年齢 学年 情報の関連図の活用
男性A学生 20 代 ３
介護実習Ⅲで情報の関連図を
活用していない。
男性B学生 20 代 ３
介護実習Ⅲで情報の関連図を
部分活用した。
女性C学生 20 代 ３
介護実習Ⅲで情報の関連図を
活用していない。
女性D学生 20 代 ３
介護実習Ⅲで情報の関連図を
活用していない。
女性E学生 20 代 ３
介護実習Ⅲで情報の関連図を
活用した。














対象 （1） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （10） 計
学生A ４ ３ ４ ３ ３ ２ ２ ３ ４ ３ 31
学生B ４ ３ ４ ４ ４ ３ ４ ３ ４ ４ 37
学生C ４ ３ ４ ３ ３ ３ ４ ３ ３ ３ 33
学生D ３ ３ ３ ３ ３ ３ ４ ３ ３ ３ 31
学生E ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ４ ３ 31






主な疾患 ･ 障がいについて理解」が学生 A・B・

































































































































































































































































































































































































































一つの方法として使える」【B】   
「介護の必要（課題）と介護内容まで予測は、一つひとつの


























































































かったと自分で気づけた」【D】            
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資料１                実施日： 
 介護過程の展開における「情報の関連図」の効果につての調査 






                           聖隷クリストファー大学社会福祉学部 杉山せつ子 
                            連絡先：℡．053-439-3182（直通）  
  
１．あなた御自身についてお聞きします。 
１）性別 １．男性 ２．女性 
２）年代 １．10 代 ２．20 代 3．30 代 4．40 代 ５．50 代 ６．60 代 


































 ４）主な疾患・障がいと ADL（日常生活動作）との関連が理解できまいたか。 
 

























































① 出来ている  ②おおむね出来ている ③ほとんど出来ていない  ④出来ていない 
 
【記載欄】 
 
 
 
 
その他、お気づきの点がございましたら自由にお話しください。 
 
 ご協力ありがとうございました。 
